
1 

様式第３ 

会  議  録 

 

会   議   名 令和５年度第４回野田市障がい者基本計画推進協議会 

議題及び議題毎の 

公開又は非公開の別 

１ 第４次野田市障がい者基本計画（素案）及び第７

期野田市障がい福祉計画・第３期野田市障がい児

福祉計画（素案）に対するパブリック・コメント手

続の結果について 

２ 第４次野田市障がい者基本計画（案）及び第７期

野田市障がい福祉計画・第３期野田市障がい児福

祉計画（案）の承認について 

３ 第４次野田市障がい者基本計画について（答申） 

４ 第７期野田市障がい福祉計画・第３期野田市障が

い児福祉計画について（答申） 

日       時 
令和６年２月６日（火） 

 午後１時30分から午後２時10分まで 

場       所 市役所８階 大会議室 

出 席 者 氏 名 

会 長 小林 幸男 

委 員 上木  昭  小倉 明美  熊沢 英也 

田代かさね  幡野喜志子  増田 雅樹 

松岡  巌  髙野 紗生  小暮 正男 

岩木 博之  香山  啓  新谷真紀子 

星野 静江 

事務局 

鈴木  有（市長） 

今村 繁 （副市長） 

小林 智彦（福祉部長） 

岡田 勇貴（障がい者支援課長） 

大月加奈子（障がい者支援課長補佐） 

山   優（障がい者支援課障がい者福祉係長） 

榎本由香梨（障がい者支援課相談支援係長） 

林  晋也（障がい者支援課障がい者福祉係主査） 

山﨑 淳美（障がい者支援課障がい者福祉係主任主事） 

内田 遥香（障がい者支援課障がい者福祉係主事） 

欠 席 委 員 氏 名  委 員 加藤 満子  清本健二郎  髙峰 啓三 
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谷口  勲  猪越  裕  角田 敏雄 

傍   聴   者 ２名 

小林会長 

 

障がい者支援課長補佐 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

小林会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林会長 

 

小林会長 

 

 

 

 

 

 

令和６年２月６日 午後１時 30分、開会を宣言 

 

欠席及び遅参の委員を報告した。 

会議の成立を報告した。 

傍聴について説明した。 

会議録作成のため録音機を使用することを報告する

とともに、発言について説明した。 

審議の公開について報告した。 

 

市長から挨拶 

 

＜市長退席＞ 

 

＜手話学習＞ 

 

議題１ 第４次野田市障がい者基本計画（素案）及

び第７期野田市障がい福祉計画・第３期野田市障がい

児福祉計画（素案）に対するパブリック・コメント手

続の結果について 

事務局から説明を受けた。 

質問等を委員に問うた。 

質問等なし。 

議題１について、了承としてよいか。 

 

＜異議なしの声あり＞ 

 

議題１は、説明のとおり了承した。 

 

議題２ 第４次野田市障がい者基本計画（案）及び

第７期野田市障がい福祉計画・第３期野田市障がい児

福祉計画（案）の承認について 

事務局から説明を受けた。 

質問等を委員に問うた。 
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新谷委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林会長 

 

障がい者支援課長 

 

前回の協議会で、現状困っている一例として、私の

子供の話をさせていただいた。その後、二つ進展があ

った。 

一つ目は、給食に食べられるものがないときは、弁

当の持参が可能となった。二つ目は、持参したお弁当

を学校内で食べられるようになった。ふりかけやお塩

などの持込については、まだ返事をいただけていない

が、これからも対話を重ねていきたいと思っている。

まずは、その二つ、前向きに進むことができた。皆様

には、御心配をおかけした。 

この給食の件に限らず、教育環境の整備、教育の振

興の部分について、特別支援教育の推進と現状は様々

なことがあると思うが、この計画案のような未来に一

歩ずつ近づくためには、子供たちの一番近くにいる先

生方の理解を深めることが必要不可欠だと思う。この

計画案にある教職員への研修等の促進をどうか欠かさ

ず、実施を続けていただきたい。 

なぜならば、私は子供の発達障がいと自閉症に気付

いてから深く理解するまで何年もかかった。毎日が学

びであるので、今日もまだ学びの途中である。最初は

本当に悩みと葛藤の日々であったが、自閉症について

学びを深めていくうち、その悩みや葛藤が喜びに変わ

る、そのような瞬間を何度も経験した。今は、自閉症

ではない息子なんて考えられないし、すばらしい自閉

症の世界を知れたことに本当に感謝している。 

学校の先生方は、私たち親とは立場も違うが、やは

りその経験や学びを繰り返すことにより、理解を深め

ていくと思う。 

積極的に研修を実施していただき、そして、私たち

保護者は、できればその内容、学びを一緒に共有し、

一緒に学びを深めていきたいと思っている。 

先生と保護者が子供たちのために同じ方向を向いて

一緒に歩んでいけるよう心から願っている。 

 

事務局に意見を問うた。 

 

これまでの協議会で、委員から頂いた御意見を踏ま

えた第４次野田市障がい者基本計画とさせていただい
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小林会長 

 

 

 

 

 

小林会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林会長 

 

 

 

 

 

 

小林会長 

 

 

鈴木市長 

 

 

 

小林会長 

ている。教育部門には、個別の教育支援計画もあるの

で、そのような点についてもしっかり取り組んでいき

たいと考えている。 

 

ほかに質問等を委員に問うた。 

質問等なし。 

議題２について、了承としてよいか。 

 

＜異議なしの声あり＞ 

 

第４次野田市障がい者基本計画及び７期野田市障が

い福祉計画・第３期野田市障がい児福祉計画の案を、

令和５年７月７日付けで市長から諮問のあった第４次

野田市障がい者基本計画について及び第７期野田市障

がい福祉計画・第３期野田市障がい児福祉計画につい

ての答申として決定してよいか。 

 

＜異議なしの声あり＞ 

 

議題３及び議題４の答申について、答申書の文面は、

会長の一任でよいか。 

 

＜異議なしの声あり＞ 

 

＜暫時休憩＞ 

 

答申書の写しを委員に配付 

鈴木市長に答申 

 

市長から挨拶 

 

＜市長退席＞ 

 

午後２時 10分閉会を宣言 

  


